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ジェンダーフリー社会の形成へ
定例会
６月会議

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。

　
令
和
６
年
定
例
会
６
月
会
議
を
６
月
13
日
に
開
会
し
、
議
員
か
ら
意
見
書
の
提
案
が
あ
り
、
町
長
か
ら
は
条

例
改
正
、
令
和
6
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
10
人
が
お
こ
な
い
、
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
2
〜
5
ペ
ー
ジ
で
は
議

員
提
出
の
意
見
書
や
、
町
長
提
出
の
令
和
6
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
人
事
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
委
員
会
で
の
審
議
内
容
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ワーキング・ウィメンズ・ネットワークの皆さんと

意見案第１号「女性差別撤廃条約選択議定書の
速やかな批准を求める意見書」を可決

女性（子）差別撤廃条約とは

　男女共同参画に関する国際的な指数であるジェンダー・ギャップ指数の
2024年版で、日本が146カ国中118位であると発表がありました。この結
果からは、男女共同参画分野で日本が世界に後れをとっていると認めざるを得
ません。
　本町議会では、この６月会議において、議員より意見案第１号「女性差別撤
廃条約選択議定書の速やかな批准（条約に対する国家の同意）を求める意見
書」が提出され、全員賛成で可決しました。これは、日本が批准している女性差
別撤廃条約について、あわせて選択議定書へも批准することを求めるものです。
　提出した大宮竹志議員は「この意見書の提出は、国に対して早期に批准を促
すものであり、批准することによって我が国、国民が世界に対してジェンダー
フリー社会の形成にしっかりと取り組んでいることの証となるものです。久御
山町ならびに久御山町議会におきましても、男女差別解消、男女共同参画等
様々な取り組みを推し進めているところですが、国のリーダーシップがあって
こそ推進が加速するものであります。」と述べました。

女性差別の撤廃を目的とする国連の定
めた条約。
正式名称は「女性（子）に対するあら
ゆる形態の差別の撤廃に関する条約」

選択議定書とは
条約の内容を補うために作られる文書で、
こちらを批准することにより個人通報制
度や調査制度を認め、女性（子）差別撤
廃条約の実効性を高めることになるもの。

おく
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女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
求める意見書

ワーキング・ウィメンズ・ネットワーク
からのコメント

　昭和54年（1979年）、国連は、あらゆる分野で女性が性に基づく差別を受けない権利と
平等の権利を保障する女性差別撤廃条約を採択し、日本も昭和60年（1985年）に同条約を
批准した。令和６年（2024年）現在では、世界で189カ国が批准している。
　さらに平成11年（1999年）には、条約の実効性を強化し、女性が抱える問題を解決する
ために、個人通報制度と調査制度を認めた「女性差別撤廃条約選択議定書」が国連総会で決
議・採択され、平成12年（2000年）12月に発効している。令和６年（2024年）現在、
条約批准国189カ国中、115カ国が同議定書を批准しているが、日本はまだ批准していない。
選択議定書の個人通報制度とは、条約で保障された人権を侵害された被害者が、国内の救済
手続を尽くした後、条約機関に申し立てを行なうことができ、条約機関がこれを審査して見
解を出すという制度である。条約機関が通報者の人権侵害を認める見解を出したとしても、
この見解は当該締約国に対し法的な拘束力を持つものではないが、国際的にも国内的にもそ
の影響は小さくない。
　このような議定書を批准することにより、締約国は国際的な人権基準に基づき女性の人権
侵害の救済と人権の保障をより強化できる。
　女性差別撤廃条約の実効性を図ろうとする国際的動向の下で、日本政府は選択議定書の審
議に参加し、決議に加わったものである。男女格差を測る「ジェンダーギャップ指数
2024」が、つい先日開催の世界経済フォーラムにおいて発表されたが、日本は146カ国中
118位であり、前年より改善したものの下位に甘んじている。
　政府は第５次男女共同参画基本計画で「女性差別撤廃条約の選択議定書については諸課題
の整理を含め、早期締結について真剣な検討を進める」としている。
　よって、国におかれては、我が国の司法制度や立法政策との関連課題等が早急に解決され
るよう環境整備を進め、女性差別撤廃条約選択議定書を早期に批准するよう強く要望する。

（原文のまま掲載）

ワーキング・ウィメンズ・ネットワークは住友
男女差別裁判支援を契機に結成し、国連女性差
別撤廃委員会などに働く女性の実態を訴えてき
ました。裁判は国連の勧告を受け勝利和解しま
したが、日本の男女平等度は先進国で最下位の
まま。女性の権利を国際基準にするために、全
国の女性たちとともに女性差別撤廃条約選択議
定書の批准を求め、全国の地方議会での意見書
採択に取り組んでいます。久御山町の意見書採
択は京都府で９番目、全国で235番目です。
７月３日現在では278議会に到達しました。
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公園維持管理事業
　公園利用者の安全確保と公園における犯罪防止を目的として、都市公園に防犯カ
メラを設置。当初は2カ所の予定であったが、自治会の意向を聞き、9カ所に設置す
ることになったため増額する。

438万円

Ｑ 都市公園9カ所に設置とのことだが、具体的にどの
公園になるのか。

Ａ 佐山南公園、内屋敷公園、宮ノ川南公園、市田公園、
鈴間東公園、栄中央公園、栄緑の回廊、栄みどり公
園、栄南公園の9カ所。

商工会運営等補助事業
　商工会がおこなっているプレミアム商品券事業で、京都府の地域商業活性化事業
を活用し、プレミアム商品券のプレミアム率を15％から30％に増額する。

33万円

Ｑ プレミアム率をアップするのではなく、
発行枚数を増やす議論はおこなったのか。

Ａ 予算の中でどういうことができるか検討
してきた。今回のプレミアム率のアップ
はその検討の結果。

久御山町農業振興施策対策事業
　野菜や苗などの農業者が農業経営の継続、発展を図るために必要な高温対策機器
等を導入するにあたり、京都府から補助されるもの。

229万円

Ｑ これは京都府からの補助金だけで、久御山町から
も出すという予定はないのか。また、この補助金
を受けるのに何か縛りはあるのか。

Ａ 今のところ京都府からの補助金のみで、久御山町
から追加で出すことは考えていない。
補助金の対象となる方については、京都府の規定
によるが、主なものは認定農業者などである。

令和6年度 補正予算

全額府補助
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子育て支援推進事業
京都府が「まち全体で子どもを見守り支える」まちづくりを進めることを目的とし
て創設した交付金を利用して、御牧小学校区で子どもを中心に地域住民が集まる拠
点づくりをおこなう。

301万円

人　　事

条例改正など

淀川・木津川水防事務組合
議会議員（任期４年）

議員辞職

自治功労者表彰

任期満了に伴い、次の方が当選され
ました。

自治功労者として表彰礼遇すること
に同意しました。

■坂部　英一 氏
■村田　雅彦 氏
■川﨑　治道 氏
■森　　保彦 氏

■山本　悦三 氏
■西村　　裕 氏
■神居　義之 氏
■岡井　温宣 氏
■寺田　耕造 氏
■坂部　智惠美 氏

・町税条例一部改正の専決処分の承認
・都市計画税条例一部改正の専決処分の承認
・行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
　個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例一部改正
・職員の特殊勤務手当に関する条例一部改正
・町税条例一部改正
・まちの駅の設置及び管理に関する条例一部改正
・財産の取得
・国民健康保険税条例一部改正の専決処分の承認
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正
・令和５年度一般会計補正予算（第７号）の専決処分の承認
・令和５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第６号）の専決処分の承認
・令和５年度介護保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分の承認

府補助3
2

令和６年６月28日付けで中井孝紀議員の議員辞職を許可しました。
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Q　
控
除
対
象
配
偶
者
以
外
の
同
一
生

計
配
偶
者
の
定
額
減
税
は
な
ぜ
７

年
度
に
ず
れ
る
の
か
。

A　
給
与
支
払
報
告
書
に
記
載
が
な
く
、

対
象
者
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難

で
、
６
年
分
の
源
泉
徴
収
票
の
情

報
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
。

〈
委
員
の
意
見
〉
（
抜
粋
）

◆
認
め
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
独
自
で

調
査
を
す
る
と
内
容
の
一
部
に
食
い

違
い
が
あ
り
、
実
現
は
不
可
能
。

◆
内
容
は
妥
当
。
請
願
の
提
出
先
が
町

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
委
員
会
と
し

て
対
応
で
き
な
い
か
。

◆
調
査
結
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
生

か
せ
る
。
公
表
を
求
め
る
べ
き
。

◆
調
査
結
果
は
知
り
た
い
が
、
可
能
性

が
な
い
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

休会中の事務調査 クロスピアくみやまと周辺整備について ４月24日

■クロスピアくみやまとは
　クロスピアくみやまは、平成22年４月に供用開始し、
森南大内地域の開発における町の産業情報発信拠点と
して、周辺地域の開発とともに「賑わいの創出」のた
めに建設された施設。建築面積358.70㎡、延床面積
621.58㎡で、地域情報の提供発信、産業情報の提供発
信、特産品等の加工、農作物及び加工品等の販売、公
共交通の利用促進を図る。
　位置づけは、「まちの駅」とされた。「まちの駅」
とは、地域住民や来訪者が求める地域情報を提供する
機能を備え、人と人の出会いと交流を促進する空間施
設のこととされ、現在全国に1,434カ所に設置されて
いる。
■令和６年度からの町直営について
　特産品販売コーナーが町受託販売へ移行し、特産品
販売コーナーのレイアウトを変え、広域連携する道の
駅等からの商品も加わることになる。
　特産品販売の運営主体を久御山町農産物直売所運営
協議会から町へ引き継ぐことで、町からの補助金が不
要となる。運営開始は令和６年10月の予定。

■旬菜の里とは
　生産者と消費者を直接つなぐ新しい流通スタイルと
して、平成16年８月に旧ジャスコの駐車場の一角にオ
ープン。平成20年４月には売り場面積を拡大し、現在
の場所に移転、久御山ブランドの発信拠点となってい
る。
■質疑応答
Q　周辺の整備、利活用に係る大型スーパーとの連携
は。

A　イオンとは機会があれば話をしている。現在、売
場面積拡大のため、土地所有者との調整をされて
いると聞いている。

議
案
第
30
号　

町
税
条
例
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に

つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

請
願
第
１
号　

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
結
果
を
久
御
山
町
に
提
供
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

総務事業常任委員会は、事業環境部、産業・環境政策課に出席を求め、「クロスピアくみやまと周辺整備について」
の調査として、旬菜の里ならびにクロスピアくみやまの現地視察をおこなった。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
専
決
処
分
さ
れ
た

も
の
。

　
職
権
に
よ
る
町
民
税
等
の
減
免
を
可

能
と
す
る
規
定
、
能
登
半
島
地
震
に
係

る
雑
損
控
除
の
特
例
措
置
の
他
、
定
額

減
税
に
関
す
る
改
正
。

　
久
御
山
町
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
北
陸

新
幹
線
延
伸
計
画
に
係
る
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
結
果
の
公
表
を
、
町
と
し
て
、

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
に
求
め
る
も
の
。

　

６
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
に
７
議
案
と
請
願
１
件
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し

ま
し
た
。
議
案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し

ま
す
。

（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

総務事業
常任委員会

６月20日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金
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Q　
３
歳
以
上
４
歳
未
満
児
が
31
人
の

場
合
は
、
ク
ラ
ス
を
２
ク
ラ
ス
に

す
る
の
か
、
ま
た
は
職
員
を
増
や

す
の
か
。

A　
ク
ラ
ス
の
人
数
は
、
部
屋
の
面
積

に
応
じ
て
決
め
る
。

Q　
コ
ン
テ
ナ
反
転
装
置
は
ど
の
よ
う

に
使
用
す
る
の
か
。

A　
コ
ン
テ
ナ
を
持
ち
上
げ
、
反
転
さ

せ
る
。
主
に
団
地
で
使
用
す
る
。

Q　
納
期
予
定
が
令
和
７
年
３
月
28
日

ま
で
だ
が
、
製
作
は
い
つ
か
ら
か
。

A　
可
決
後
の
製
作
と
な
る
。

休会中の事務調査 子育て支援の現状と展望について ４月25日

議
案
第
42
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

■こども家庭センター設立の経過
・令和５年４月１日
　こども家庭庁設置／こども基本法施行。
・令和５年12月22日
こども大綱発出／こども未来戦略「加速化プラン」
を閣議決定。
・令和６年４月１日
児童福祉法改正により、こども家庭センターの設置
が市町村の努力義務となった。
本町は、すでに設置している子育て応援センター〝は
ぐくみ″を児童福祉法上の「こども家庭センター」と
位置づけるため、令和６年度からセンター長を配置、
体制を整えた。
■久御山町の子育て支援施策
安心して出産・子育てができる環境づくりに努める。
・妊娠・子育て期…保健師が妊娠や子育て期に適切な
支援を提供。また、「はぐくみ定期便」や町独自の
経済的支援をしている。

■あいあいホールでの主な質疑
Q　赤ちゃんが寝ている間、お母さんは何をしている
のか。

A　他の保護者と会話されている。
Q　相談室を使用することは。
A　相談室は保護者にとって敷居が高いそうなので、
普段から職員がプレイルームに出て、保護者と交
流する中で、相談を受けることの方が多い。

議
案
第
36
号　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
一

部
改
正
に
つ
い
て

民生教育常任委員会は、民生部、子育て支援課に出席を求め、「子育て支援の現状と展望について」の調査として、
町の子育て支援の現状および町子育て支援センターあいあいホールの現地視察をおこなった。

　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令
の
施
行
に
よ
り
、
小
規
模
保
育
事

業
Ａ
型
・
Ｂ
型
、
事
業
所
内
保
育
事
業

所
施
設
等
の
職
員
の
配
置
基
準
を
改
正

す
る
た
め
の
条
例
改
正
。

　
な
お
現
在
、
本
町
が
認
可
し
て
い
る

保
育
施
設
は
な
い
。

品　
　
　
名
：
塵
芥
収
集
車

入
札
方
法
：
指
名
競
争
（
10
社
）

入　
札　
日
：
令
和
６
年
５
月
９
日

取
得
相
手
方
：
新
晃
自
動
車
工
業

　
　
　
　
　
　
京
都
南
営
業
所

取
得
金
額
：
1
3
8
4
万
９
千
円

予
定
納
期
：
令
和
７
年
３
月
28
日
迄

　

６
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子
委

員
長
）
に
３
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
議
案

を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

民生教育
常任委員会

６月21日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■全員賛成の議案
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

自治功労者としての表彰礼遇につき同意を求める 

都市計画税条例一部改正の専決処分の承認 

特殊勤務手当に関する条例一部改正 

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例一部改正 

一般会計（第７号）の専決処分の承認 

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第６号）の専決処分の承認 

介護保険特別会計（第５号）の専決処分の承認 

一般会計（第１号） 

財産の取得（塵芥収集車、高規格救急自動車）

意見書

人事

条例

令和５年度補正予算

令和６年度補正予算

その他

■賛否が分かれた議案
６月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○及び×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会派に
属さない
議員

結
　
果

中
井
　
孝
紀

芦
田
　
祐
介

田
井
　
　
稔

大
宮
　
竹
志

塚
本
五
三
藏

樋
口
　
房
次

濱
口
　
隆
志

辻
　
　
　
徹

松
本
　
義
裕

島
　
　
宏
樹

岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子
×
×

×

×
×

〇

〇

×
×

×

×
×

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

※
※

※

※
※

※

※

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

×

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
〇

×

〇

〇
〇

〇

〇
×

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

○

－

承認
承認

可決

可決
可決

不採択

許可

町税条例一部改正の専決処分の承認 
国民健康保険税条例一部改正の専決処分の承認 

行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例一部改正 

町税条例一部改正 
まちの駅の設置及び管理に関する条例一部改正 

北陸新幹線延伸計画のボーリング調査結果を
久御山町に提供することを求める請願書

中井孝紀議員の議員辞職

請願

人事

条例

　
﹇
請
願
第
１
号
﹈
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
結
果
を
久
御
山
町
に
提
供
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
書

　

定
例
会
６
月
会
議
で
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
請
願
は
、
６
月
20
日
に
審
査
を
お
こ
な

い
、
６
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委
員
会
で
の
審

査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

〈
請
願
人
〉
　
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　

久
御
山
の
会　

代
表

　
　
　
　
　
　

内
田　

公
昭

〈
紹
介
議
員
〉
中
野　

ま
す
み

【
請
願
事
項
】

　

「
北
陸
新
幹
線
小
浜
ル
ー
ト
」
に
関
わ
っ
て
、
久

御
山
町
で
は
昨
年
に
続
き
今
年
６
月
中
旬
以
降
よ
り

京
滋
バ
イ
パ
ス
高
架
下
（
市
田
中
観
世
）
で
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
が
実
施
予
定
で
あ
る
。
調
査
結
果
を
知
る

こ
と
は
、
町
は
も
ち
ろ
ん
住
民
に
と
っ
て
も
非
常
に

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
11
月
に
自
治
会
役
員
か

ら
調
査
結
果
の
公
表
を
問
わ
れ
た
独
立
行
政
法
人
鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
の
方
は
「
町
か

ら
求
め
ら
れ
れ
ば
公
表
す
る
」
旨
の
回
答
が
あ
っ
た

た
め
請
願
書
を
提
出
す
る
。

【
審
査
内
容
】

　

「
妥
当
性
は
あ
る
が
内
容
に
食
い
違
い
が
あ
る
の

で
、
実
現
性
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
」

や
、
「
委
員
会
と
し
て
町
に
公
表
を
求
め
る
べ
き
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決

し
た
。

請
願
は
不
採
択

くみやま 議会だより　No.175 （8）



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

①農業施策
②町｢環境基本計画｣ P19一問

一答巽　　悦子 議員
たつみ えつこ

①物価高騰対策の定額減税など
②森林環境譲与税の活用など P15一問

一答

①ふっ素が土壌環境基準を超えていた残土を、
　国土交通省ストックヤードに搬入した事案
②第５次総合計画の進捗状況

P18一問
一答

なかい
中井　孝紀 議員

たかのり

①新市街地｢みなくるタウン｣整備 P17中野　ますみ 議員
なかの 一括

質問

①子どもたちを取り巻く環境 P16一括
質問大宮　竹志 議員

おおみや たけし

田井　　稔 議員
た　い みのる

岩田　芳一 議員
いわた よしかず ①防災減災対策

②窓口の対応 P14一答
一問
一答

一括
質問

①農業対策
②防災、防犯対策 P13辻　　　徹 議員

とおるつじ

あしだ ①町長の政治姿勢等
②スポーツ協会事務執行あり方検討委員会報告書 P12一問

一答芦田　祐介 議員
ゆうすけ

①最期まで自分らしく生きるための事前指示書
②高齢化の多死社会で火葬料の補助金増額
③大学生に町独自の育英資金の貸し付け制度

P11一問
一答塚本　五三藏 議員

つかもと いさお

濱口　隆志 議員
はまぐち たかし

①久御山町の子育て支援策の現状と物価高騰
　対策児童生徒学用品費支援金の継続
②保育料の無償化
③給食費の無償化

P10一問
一答

10議員が
登壇 一般質問では、行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

くみやま 議会だより　No.175（9）



じ
め
、
修
学
旅
行
費
、
学
級
費
な
ど
の

充
実
し
た
補
助
を
実
施
し
て
き
て
い
る

が
、
新
入
学
時
の
学
用
品
費
等
の
購
入

費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
今
年
度

だ
け
の
事
業
と
は
せ
ず
に
、
来
年
度
以

降
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　
本
町
の
令
和
５
年
度
の
出
生
数
は
76

人
。
本
町
の
財
政
は
良
好
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
第
１
子
か
ら
の
保
育
料
完
全
無

償
化
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

国
に
お
い
て
も
少
子
化
対
策
の
た
め

の
加
速
化
プ
ラ
ン
と
し
て
、
様
々
な
支

援
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
本
町
と
し

て
も
新
た
な
政
策
を
実
施
す
る
時
期
と

考
え
、
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て
は
前

向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
今
年
度
、
小
学
校
、
中
学
校
の
入
学

時
に
体
操
服
や
ブ
レ
ザ
ー
な
ど
、
小
学

生
に
は
２
万
円
、
中
学
生
に
は
５
万
円

の
支
援
金
を
補
助
す
る
物
価
高
騰
対
策

児
童
生
徒
学
用
品
費
支
援
金
が
あ
っ
た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
あ
り
が
た

い
と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い

る
一
方
で
、
今
年
度
だ
け
か
と
落
胆
さ

れ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
。
来
年
度
以

降
も
こ
の
支
援
金
を
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　

本
町
で
は
小
・
中
学
校
の
保
護
者
負

担
軽
減
策
と
し
て
、
校
外
活
動
費
を
は

　
２
０
１
８
年
に
久
御
山
中
学
校
で
も

完
全
給
食
が
開
始
と
な
り
、
現
在
で
は

こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
給
食

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
給
食
は
学
校
に
お
け
る
食
育
の
場
で

あ
り
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
は
。

　

学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
児
童

生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊
か
な
食
事
を

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
増
進

な
ど
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
食
に
関
す
る
指
導
を
効
果
的

に
図
る
た
め
の
重
要
な
教
材
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

の
一
環
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
給
食
費
の
無
償
化
は
地
場
産
野
菜
を

多
く
取
り
入
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
伝
統

的
食
文
化
の
理
解
も
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
公
会
計
化
で
透
明
性
や

公
平
性
も
上
昇
し
、
教
職
員
の
事
務
的

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
。
教
育
の
一

環
で
も
あ
る
給
食
に
つ
い
て
は
、
無
償

化
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

政
府
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
の
中
で

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
た
課
題

整
理
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
全
国
公

立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
無
償
提
供
の

動
向
、
そ
し
て
段
階
的
に
実
施
を
始
め

た
市
町
村
の
取
り
組
み
方
法
な
ど
も
考

慮
し
な
が
ら
、
本
町
で
も
学
校
等
給
食

費
の
無
償
化
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

学
用
品
費
支
援
金
を

来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
は

Q
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

い
き
た
い

A

保
育
料
の
完
全
無
償
化
を

実
施
す
べ
き
で
は

Q
保
育
料
無
償
化
に
つ
い
て

前
向
き
に
検
討

A

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

す
べ
き
で
は

Q
学
校
等
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
進
め
て
い
く

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

町
　
長

町
　
長

町
　
長

動画はこちら

はまぐち たかし

濱口　隆志

給食費の無償化が進む

早期の保育料無償化に期待
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私たちの想いを事前指示書に

況
で
、
人
口
の
自
然
減
少
は
さ
け
ら
れ

な
い
。

　

現
在
の
久
御
山
町
の
発
展
は
先
人
や

先
輩
諸
兄
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
晶
で
、

歴
史
で
あ
り
財
産
。

　

高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
で
故
人
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
円
滑
に
ご
葬
儀
や

火
葬
が
出
来
る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
福
祉
向
上
に
必
要
な
こ
と
で

あ
る
と
考
え
、
火
葬
料
補
助
金
の
増
額

は
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
大
学
生
に
町
独
自
の
育
英
資
金
の
貸

付
制
度
を
創
設
し
、
卒
業
後
、
定
住
は

半
額
、
地
元
企
業
に
就
職
定
住
は
全
額

返
済
免
除
の
特
典
を
付
与
し
て
は
。

　　

若
い
世
代
が
住
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
る
施

策
が
大
変
重
要
。

　

町
独
自
の
大
学
生
へ
の
学
資
貸
付
制

　
火
葬
料
、
町
民
は
４
万
８
千
円
で
宇

治
市
民
は
１
万
２
千
円
と
大
き
な
差
額

が
あ
る
。
不
交
付
団
体
は
先
人
の
努
力

の
結
晶
。
故
人
の
尊
厳
、
感
謝
と
お
礼

と
火
葬
待
ち
の
軽
減
、
物
価
高
騰
対
策

で
補
助
金
の
増
額
は
。

　
税
金
の
使
い
道
で
町
民
に
平
等
だ
。

　
　
　

　

団
塊
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
一
層
の

高
齢
化
が
進
み
、
亡
く
な
ら
れ
る
方
が

増
加
し
、
人
口
減
少
が
加
速
す
る
状
況

が
予
測
さ
れ
る
。
本
町
も
人
口
の
三
分

の
一
を
60
歳
以
上
が
占
め
、
出
生
数
は

減
少
し
、
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
多
い
状

度
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
達
の
進
学
へ
の
意
欲
を
持

た
せ
る
。
ま
た
、
返
済
免
除
の
要
件
を

設
け
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
定
住
に

つ
な
が
る
。

　

府
の
「
中
小
企
業
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
」
で
奨
学
金
を
返
済
の
従
業
員
に

町
独
自
で
上
乗
せ
し
企
業
に
助
成
し
て

お
り
、
令
和
５
年
度
に
４
社
が
利
用
し

て
い
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
人
材
確
保
と
町
の
活
性
化
を
め
ざ

す
。

　　
医
療
や
介
護
に
自
分
の
想
い
や
希
望

を
。
人
生
の
終
末
期
を
ど
う
過
ご
す
か
、

元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
準
備
に

事
前
指
示
書
を
作
成
し
て
は
。

　　

事
前
指
示
書
は
、
「
突
然
の
病
気
」

や
「
認
知
症
」
な
ど
で
自
分
の
意
思
を

伝
え
た
り
、
判
断
し
た
り
す
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
時
に
備
え
て
、
「
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
・
介
護
を
ど
う

し
て
ほ
し
い
か
」
と
い
う
意
思
や
希
望

を
事
前
に
示
す
も
の
。

　

本
人
の
意
思
は
変
化
し
う
る
も
の
。

日
頃
か
ら
ご
家
族
や
医
療
従
事
者
な
ど
、

信
頼
で
き
る
人
と
の
話
し
合
い
を
繰
り

返
し
お
こ
な
い
共
有
す
る
こ
と
も
必
要
。

　　
啓
発
に
ア
ニ
メ
動
画
の
作
成
は
。

　　

事
前
指
示
書
「
私
の
想
い
」
の
啓
発

に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
取
り
組
み
、

若
い
方
に
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
京
都
芸
術

高
校
に
依
頼
し
た
。

高
齢
化
の
多
死
社
会
で

火
葬
料
の
補
助
金
増
額
は

Q
火
葬
料
補
助
金
の
増
額
は

前
向
き
に
検
討
す
る

A

大
学
生
に
町
独
自
の
育
英

資
金
の
貸
付
制
度
は

Q
若
い
世
代
の
定
住
に

つ
な
が
る
施
策
と
考
え
る

A

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
事
前
指
示
書

Q
医
療・介
護
の
最
終
段
階
を

家
族
と
話
し
合
い
共
有

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

民
生
部
長

福
祉
課
担
当
課
長

動画はこちら

つかもと いさお
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過
去
の
町
長
交
際
費
を
見
る
と
、

「
藤
山
ゆ
き
こ
を
囲
む
会
」
に
会
費
１

万
円
を
支
出
し
て
い
る
。
支
出
先
は

「
藤
山
ゆ
き
こ
後
援
会
」
で
あ
る
。

　
政
治
団
体
に
公
金
を
支
出
す
る
こ
と

に
住
民
理
解
は
得
ら
れ
る
の
か
。

　
町
長
交
際
費
の
支
出
基
準
を
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
政
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
す
る

場
に
町
長
が
出
席
す
る
た
め
の
経
費
で

あ
る
。

　

支
出
基
準
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
都
度

見
直
し
、
適
切
な
公
費
支
出
に
努
め
る
。

　
信
貴
町
長
の
関
係
政
治
団
体
「
心
豊

か
な
久
御
山
の
会
」
が
４
年
前
の
町
長

選
挙
の
告
示
前
に
「
選
挙
出
陣
式
」
の

案
内
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載
し
て
い
た
が
、

事
前
運
動
を
禁
止
し
た
公
職
選
挙
法
に

違
反
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　
「
選
挙
出
陣
式
」
の
案
内
を
掲
載
し

た
の
は
誰
か
。
町
長
の
指
示
が
あ
っ
た

の
か
。

　

そ
の
よ
う
な
掲
載
が
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
指
示
し
た
人
物

も
知
る
と
こ
ろ
に
な
い
。

　
信
貴
康
孝
後
援
会
の
令
和
２
年
度
収

支
報
告
書
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
収
入
が
60
万
円
、
支
出
が

85
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

　
以
前
の
一
般
質
問
で
会
報
臨
時
号
の

印
刷
費
な
ど
が
未
計
上
で
あ
る
と
指
摘

し
た
が
、
こ
れ
を
計
上
す
る
と
、
支
出

が
当
初
の
収
入
を
超
え
る
。

　
訂
正
さ
れ
た
収
支
報
告
書
を
見
る
と
、

町
長
の
親
族
が
、
60
万
円
を
寄
附
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
不
自
然
で
は
な

い
か
。

　

錯
誤
に
よ
り
訂
正
し
た
と
伺
っ
て
い

る
。
不
自
然
と
い
う
が
、
会
計
責
任
者

や
事
務
局
で
精
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
公
職
選
挙
法
に
は
、
任
期
満
了
の
90

日
前
か
ら
後
援
会
に
寄
附
で
き
な
い
と

い
う
規
定
が
あ
る
。

　
訂
正
前
は
、
町
長
が
令
和
２
年
７
月

３
日
付
け
で
１
５
０
万
円
を
後
援
会
に

寄
附
し
て
い
た
が
、
訂
正
後
は
４
月
20

日
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
ぜ
、
訂
正
し
た
の
か
。
訂
正
し
な

い
と
90
日
規
制
に
抵
触
す
る
か
ら
か
。

　

錯
誤
で
の
訂
正
で
あ
る
。

　
元
職
員
が
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
金
員

を
私
的
流
用
し
て
い
た
事
案
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

　
昨
年
12
月
に
教
育
委
員
会
が
宇
治
警

察
署
に
提
出
し
た
告
発
状
は
受
理
さ
れ

た
の
か
。

　

現
段
階
に
お
い
て
も
、
正
式
受
理
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　
宇
治
警
察
署
に
は
、
い
つ
頃
に
受
理

で
き
る
の
か
確
認
し
た
の
か
。

　
教
育
長
の
名
前
で
「
告
発
状
の
速
や

か
な
受
理
を
求
め
る
上
申
書
」
を
宇
治

警
察
署
に
提
出
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。

町
長
関
係
政
治
団
体
に

法
令
違
反
が
あ
っ
た
の
で
は

Q
不
知
ま
た
は
錯
誤
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
る

A

告
発
状
の
速
や
か
な

受
理
を
求
め
る
べ
き
で
は

Q
弁
護
士
と
相
談
し
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
る

A

町
　
長

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

町
　
長

総
務
部
長

教
育
次
長

総
務
課
長

動画はこちら
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園
や
市
民
農
園
の
ル
ー
ル
作
り
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
以
前
に
答
弁
さ
れ

た
が
、
そ
の
後
の
進
展
は
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
農
家

だ
け
で
な
く
小
規
模
農
家
の
声
も
聞
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
農
家
の
声
を
生
か
し
た
農

業
振
興
施
策
を
実
施
し
、
農
業
の
総
合

的
な
発
展
、
地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が

る
農
業
振
興
に
努
め
て
い
く
。

　

小
規
模
な
農
家
を
中
心
に
新
た
な
農

地
活
用
の
一
つ
と
し
て
希
望
さ
れ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
に
つ
い
て
は

地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

本
町
で
も
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、
農
業

委
員
会
で
審
議
し
て
も
ら
い
、
で
き
る

だ
け
早
く
本
町
の
市
民
農
園
ル
ー
ル
を

整
理
し
た
い
。

　
近
年
、
農
業
資
材
の
高
騰
や
、
肥
料

等
の
値
上
げ
に
よ
り
農
業
従
事
者
の
悲

鳴
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　
大
規
模
農
家
に
対
し
て
は
、
十
分
と

は
い
え
な
い
も
の
の
、
補
助
や
支
援
は

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
規
模
農
家

に
対
す
る
支
援
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う

に
思
う
。
た
と
え
肥
料
１
袋
の
支
援
で

も
あ
れ
ば
助
か
る
。

　
支
援
の
予
定
な
ど
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
が
問
題
と
な
る
中
、
耕
作
放

棄
地
等
の
問
題
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
農
地
の
利
活
用
の
観
点
か
ら
家
庭
菜

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
「
自
主
防
災

組
織
の
活
性
化
方
策
」
、
「
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
計
画
」
、
「
誰
一
人

取
り
残
さ
れ
な
い
避
難
対
策
や
避
難
計

画
」
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

　
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、
学
校
な
ど
に

不
審
者
侵
入
事
案
が
各
地
で
発
生
し
て

い
る
が
、
園
児
や
児
童
生
徒
、
職
員
の

身
体
生
命
を
守
り
、
安
心
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
訓
練
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

校
区
防
災
訓
練
で
、
町
と
地
域
が
連

携
実
施
し
て
、
問
題
点
を
共
有
す
る
こ

と
で
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　

ま
た
、
３
カ
年
計
画
で
50
名
を
目
標

に
防
災
士
の
養
成
を
目
指
す
。

　

さ
ら
に
、
登
録
型
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、
災
害
に
備
え
て

関
係
機
関
と
共
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
活
用
し
て
、
登
録
者
ご
と
の

個
別
避
難
計
画
作
成
に
取
り
組
む
。

　

学
校
や
こ
ど
も
園
で
は
、
行
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
誘

導
し
た
り
、
不
審
者
を
刺
激
し
な
い
よ

う
な
言
葉
か
け
や
、
実
際
に
「
さ
す
ま

た
」
を
使
用
し
た
り
、
時
に
は
警
察
の

方
に
犯
人
役
に
な
っ
て
も
ら
う
な
ど
、

実
践
的
な
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

職
員
室
に
は
警
察
へ
の
直
通
電
話
な

ど
を
設
置
し
た
り
し
て
、
警
察
と
の
連

携
を
図
り
、
不
審
者
侵
入
事
案
の
防
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

農
家
に
対
す
る
支
援
の

拡
大
、充
実
は

Q
農
家
の
声
を
生
か
し
た
農

業
振
興
施
策
を
実
施
す
る

A

防
災
対
策
と
防
犯
対
策
の

取
り
組
み
状
況
は

Q
避
難
計
画
の
作
成
や
実
践

的
な
訓
練
を
実
施
す
る

A

質
　
問

質
　
問

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

教
育
次
長

町
　
長

動画はこちら

つじ とおる
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田植えが終わった圃場

６月17日の大雨後の流れ橋



　
液
状
化
想
定
区
域
表
示
が
少
し
小
さ

い
の
で
分
か
り
づ
ら
い
。
意
識
醸
成
に

役
立
つ
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
１
ペ

ー
ジ
を
使
っ
て
更
新
さ
れ
て
は
。

　

住
民
の
防
災
意
識
が
向
上
で
き
る
よ

う
に
、
見
や
す
さ
な
ど
を
工
夫
し
た
い
。

　
町
長
も
よ
く
言
わ
れ
る
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
た
め
の
総
合
的
な
防
災
減

災
対
策
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　

本
年
４
月
か
ら
防
災
危
機
管
理
担
当

課
長
を
置
き
、
組
織
強
化
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
京
都
府
危
機
管
理
セ
ン
タ

ー
が
整
備
さ
れ
る
中
、
情
報
共
有
を
お

こ
な
い
、
更
な
る
連
携
強
化
を
図
り
た

い
。

　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
は
地
震

に
よ
る
甚
大
な
液
状
化
被
害
が
あ
っ
た
。

　
一
般
的
に
液
状
化
は
復
旧
や
地
盤
改

良
に
時
間
が
か
か
る
。

　
液
状
化
想
定
区
域
に
表
示
さ
れ
て
い

る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
３
年
前
に
作
成

さ
れ
た
。
更
新
す
る
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

改
定
さ
れ
て
か
ら
３
年
目
を
迎
え
て

お
り
、
地
震
被
害
想
定
な
ど
変
更
が
必

要
な
箇
所
も
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
改

定
を
考
え
て
い
る
。

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
で
、
耳
が
聞
こ
え
に

く
い
来
庁
者
に
対
し
て
は
補
聴
器
が
あ

れ
ば
、
混
雑
時
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
、

窓
口
対
応
が
効
率
的
に
な
る
と
考
え
る
。

　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
と
い
う
機
器
を
、

試
験
的
に
導
入
さ
れ
て
は
。

　

一
部
の
自
治
体
で
、
安
価
か
つ
耳
の

中
に
直
接
入
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
清
潔

感
か
ら
、
難
聴
者
対
応
と
し
て
試
験
的

に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
が
始
ま

っ
て
い
る
と
聞
く
。

　

機
器
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
や
、

本
町
の
現
状
な
ど
を
鑑
み
、
他
市
町
で

の
導
入
状
況
も
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
窓
口
対
応
は
と
て
も
大
事
で
あ
り
、

福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
に
、
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
来
庁
者
に
配
慮
し
た

対
応
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

音
声
を
文
字
化
す
る
ソ
フ
ト
を
導
入

し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
１
台
所
有
し
て
い

る
。

　

聞
こ
え
に
く
い
方
は
も
と
よ
り
、
説

明
が
難
し
く
、
な
か
な
か
理
解
し
に
く

い
よ
う
な
場
合
に
、
ポ
イ
ン
ト
を
文
字

で
表
示
す
る
こ
と
で
よ
り
分
か
り
や
す

い
状
況
に
で
き
る
。

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
聴
力
補
助
機
器

な
ど
も
、
新
し
く
窓
口
に
設
置
す
る
な

ど
し
て
、
来
庁
い
た
だ
い
た
方
に
職
員

の
声
が
届
く
よ
う
対
応
に
努
め
て
い
き

た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

さ
れ
て
は

Q
３
年
目
を
迎
え
て
お
り
、

改
定
を
考
え
て
い
る

A

来
庁
者
に
配
慮
し
た

対
応
を
推
進
す
べ
き
だ
が

Q
職
員
の
声
が
届
く
よ
う

対
応
に
努
め
た
い

A

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

総
務
課
防
災
危
機
管
理
担
当
課
長

町
　
長

民
生
部
長

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

動画はこちら

いわた よしかず

岩田　芳一
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定
額
減
税
に
先
駆
け
、
令
和
５
年
度

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
給
付
さ
れ
た

給
付
金
の
給
付
状
況
は
。

　

給
付
額
は
１
世
帯
当
た
り
７
万
円
、

給
付
世
帯
数
２
０
０
４
世
帯
。

　

本
給
付
対
象
世
帯
に
は
、
既
に
１
世

帯
当
た
り
３
万
円
が
給
付
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
７
万
円
の
追
加
臨
時
給
付
に
よ
り
、

合
計
10
万
円
が
給
付
さ
れ
た
。

　
課
税
世
帯
の
定
額
減
税
は
、
ど
の
よ

う
に
減
税
さ
れ
る
の
か
。

　

給
与
や
年
金
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
方
は
、
６
月
１
日
以
降
か
ら
税
額
控

除
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
所
得
者
は
、
令
和
６
年
分
の
確

定
申
告
の
際
に
所
得
税
の
額
か
ら
控
除

さ
れ
る
。
定
額
減
税
し
切
れ
な
い
方
に

は
、
し
切
れ
な
い
額
を
給
付
す
る
調
整

給
付
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
定
額
減
税
の
制
度
を
周
知
し
、
町
内

で
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

　
今
月
か
ら
課
税
世
帯
に
定
額
減
税
が

お
こ
な
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
制
度

か
。

　

物
価
高
に
よ
る
負
担
を
緩
和
し
、
一

時
的
な
措
置
と
し
て
可
処
分
所
得
を
直

接
的
に
下
支
え
す
る
た
め
、
個
人
住
民

税
と
所
得
税
を
減
税
す
る
制
度
。

　

減
税
対
象
は
、
合
計
所
得
金
額
が
１

８
０
５
万
円
以
下
の
納
税
者
で
、
減
税

額
は
本
人
と
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
１

人
に
つ
き
個
人
住
民
税
１
万
円
、
所
得

税
３
万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
分
か
り

や
す
く
説
明
、
か
つ
周
知
を
図
り
、
定

額
減
税
の
趣
旨
、
内
容
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
地
域
の
消
費
喚
起
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
る
。

　
森
林
環
境
税
、
１
人
年
額
千
円
の
課

税
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
を
財
源
に
、

京
都
府
の
京
の
森
林
文
化
を
育
て
る
支

援
事
業
を
補
完
す
る
町
独
自
の
支
援
制

度
を
創
設
し
、
鎮
守
の
森
の
保
全
管
理

を
す
る
自
治
会
な
ど
に
支
援
し
て
い
く

考
え
は
。

　　

京
の
森
林
文
化
を
守
り
育
て
る
支
援

事
業
と
は
、
京
都
府
が
豊
か
な
森
を
育

て
る
府
民
税
を
財
源
に
実
施
す
る
事
業

で
、
府
内
各
地
で
地
域
の
文
化
と
深
く

関
わ
り
の
あ
る
寺
社
の
森
の
保
全
な
ど

を
目
的
に
、
地
域
住
民
や
保
全
団
体
な

ど
が
お
こ
な
う
活
動
を
支
援
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
事
業
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

　

町
独
自
の
支
援
制
度
の
創
設
は
、
倒

木
に
よ
っ
て
住
民
の
生
命
や
財
産
に
被

害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
状
態
を
解
消

す
る
観
点
か
ら
、
京
都
府
事
業
の
適
用

状
況
を
見
な
が
ら
、
豊
か
な
森
を
育
て

る
府
民
税
を
財
源
と
す
る
新
た
な
町
補

助
制
度
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

定
額
減
税
４
万
円
を
周
知

し
、 

消
費
拡
大
を

Q
周
知
し
、 

地
域
の
消
費
喚
起
に

つ
な
が
れ
ば

A

森
林
環
境
譲
与
税
で
鎮
守

の
森
の
整
備
に
支
援
を

Q
新
た
な
町
補
助
制
度
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

総
務
部
長

民
生
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

事
業
環
境
部
長

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔

くみやま 議会だより　No.175（15）

首相官邸ホームページから

大木が生い茂る鎮守の森（荒見神社）



質
　
問

　

早
期
対
応
と
し
て
、
不
登
校
児
童
生

徒
未
然
防
止
プ
ラ
ン
を
軸
に
、
子
育
て

応
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ぐ
く
み
」
と
の
連

携
を
強
化
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
よ
る
支
援
を
し
て
い
る
。

　
４
月
の
民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
、

子
ど
も
を
中
心
に
地
域
の
住
民
が
集
ま

る
拠
点
を
つ
く
る
と
聞
い
た
。

　
進
捗
状
況
は
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
、
子
ど
も
が
地
域
社
会
の
中
で

育
つ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。　

「
町
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
支
え

る
」
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
京
都
府
の
交

付
金
を
活
用
し
、
進
め
て
い
る
。

　

御
牧
校
区
に
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に

地
域
の
人
々
が
集
ま
る
拠
点
を
整
備
す

る
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
年
々
増
加
し
、

全
国
に
約
30
万
人
い
る
と
言
わ
れ
、
本

町
に
お
い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

　

本
町
に
お
い
て
も
不
登
校
児
童
生
徒

は
、
コ
ロ
ナ
前
よ
り
増
え
て
い
る
。
特

に
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
と
、
学

年
進
行
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

　

学
校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、

非
認
知
能
力
の
育
成
や
基
礎
学
力
の
定

着
な
ど
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
る
。

　
町
を
あ
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
む

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
長
と
町
長
の
思
い
は
。

　

学
校
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
外

に
も
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
居
場
所
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
乳
幼
児
期
か
ら
小
中
学
校
、

青
年
期
ま
で
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
し

続
け
る
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
合
わ
せ
た
子
ど

も
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
を
向
上
さ
せ
、

結
果
と
し
て
学
校
が
魅
力
的
な
も
の
と

な
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
育

っ
た
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

希
望
を
も
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充

実
を
進
め
て
い
る
。

　

妊
娠
か
ら
18
歳
ま
で
の
家
庭
へ
の
相

談
機
関
を
設
け
、
切
れ
目
な
い
支
援
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
の
、

継
続
的
・
総
合
的
整
備
と
教
育
委
員
会

の
効
果
的
な
施
策
の
一
体
化
が
重
要
で

あ
る
。

　

子
ど
も
が
未
来
に
魅
力
を
感
じ
、
生

き
生
き
と
過
ご
し
、
親
子
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
全
庁
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

「
こ
ど
も
の
み
ら
い
魅
力
化
推
進
計

画
」
（
仮
称
）
を
進
め
て
い
き
た
い
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
環
境
づ
く
り
は

Q
す
べ
て
の
子
ど
も
に
魅
力
的

な
教
育
環
境
を

A質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

民
生
部
長

教
育
長

町
　
長

地域子育てモデル事業補助金を
活用した事業（のこのこ村）

久御山中学校 校門前登校の様子

おおみや たけし

大宮　竹志
動画はこちら
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質
　
問

つ
い
て
聞
く
。

　

み
な
く
る
タ
ウ
ン
事
業
に
合
わ
せ
、

道
路
整
備
を
進
め
た
い
。

　　
関
係
機
関
と
の
連
携
で
は
、
ど
の
よ

う
な
連
携
協
議
を
す
る
の
か
。

　　

巨
椋
池
土
地
改
良
区
と
は
調
整
を
お

こ
な
っ
て
お
り
、
治
水
対
策
を
今
後
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

や
農
業
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
く
の
か
、
ま
た
、
農
振
農
用
地
か

ら
市
街
化
に
編
入
す
る
こ
と
で
、
ど
う

い
っ
た
影
響
が
起
き
る
の
か
、
農
業
は

大
丈
夫
な
の
か
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
質
問

を
頂
い
て
い
る
。

　
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
１
期
・
第
２

整
備
地
区
（
23　
）
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
説
明
を
。

　

令
和
６
年
度
中
に
１
期
整
備
地
区
は

土
地
区
画
整
理
組
合
、
２
期
整
備
地
区

は
土
地
区
画
整
理
準
備
組
合
の
設
立
を

め
ざ
し
て
い
る
。

　

な
お
、
現
在
、
線
引
き
見
直
し
に
向

け
て
、
京
都
府
へ
の
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　
み
な
く
る
タ
ウ
ン
内
の
道
路
整
備
に

　

町
と
し
て
も
、
農
業
的
な
面
か
ら
の

対
策
を
説
明
し
な
が
ら
、
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　　
農
振
農
用
地
以
外
の
合
意
形
成
が
図

ら
れ
た
区
域
で
は
地
区
計
画
を
策
定
、

事
業
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
で
、
地
権
者
の
状
況
は
。

　

事
業
を
し
た
い
と
い
う
方
や
、
ま
た

土
地
利
用
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
考

え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

町
も
、
現
在
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
す
る
中

で
、
そ
の
土
地
利
用
の
希
望
が
叶
う
よ

う
に
、
整
備
計
画
の
事
業
化
検
討
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
、
代
行
予
定
者
等

と
調
整
し
な
が
ら
、
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　　
町
第
９
次
実
施
計
画
第
１
章
で
は
、

「
魅
力
と
個
性
に
あ
ふ
れ
た
強
い
産
業

を
育
み
ま
す
」
を
掲
げ
、
手
法
と
し
て

営
農
も
可
能
と
し
て
い
る
。

　
宅
地
化
ば
か
り
が
進
ん
で
い
く
と
、

農
地
の
保
全
や
支
援
策
が
後
回
し
に
な

る
の
で
は
と
感
じ
て
い
る
。

　
農
業
は
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。

都
市
近
郊
に
あ
っ
て
、
豊
か
な
圃
場
、

農
作
物
の
特
産
化
が
進
ん
で
い
く
中
で

農
業
を
安
定
さ
せ
、
安
心
で
き
る
農
業
、

農
家
を
育
成
す
る
施
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
農
振
農
用
地
を
解
除
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
見
解
を
求
め
る
。

　

農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
い
う
方

も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

　

そ
う
い
っ
た
方
々
の
ご
意
見
も
踏
ま

え
て
、
久
御
山
町
の
農
業
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
含

め
て
、
農
振
農
用
地
の
解
除
に
つ
い
て

は
、
除
外
す
る
か
ど
う
か
、
今
後
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

農
振
農
用
地
を
解
除
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、見
解
は

Q
除
外
す
る
か
ど
う
か

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

A質
　
問

質
　
問

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

質
　
問

質
　
問

新市街地（みなくるタウン）整備計画図

ha

なかの

中野ますみ
動画はこちら

産業立地促進ゾーン
市街化区域拡大の検討とあわせ、周辺の住環
境に配慮した産業活動の活性化を図るための
土地利用を促進する。

住街区促進ゾーン
市街化区域拡大の検討とあわせ、周辺の住環
境や公共施設と調和した定住促進を図るため
の快適な住宅地形成を促進する。

＊「久御山町都市計画マスタープラン」より
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と
な
り
、
残
土
の
搬
入
を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
「
フ
ッ
素
の
基
準
値
を
超

え
て
い
る
汚
染
土
が
搬
入
さ
れ
て
い

る
」
と
国
土
交
通
省
へ
の
匿
名
の
通
報

が
あ
り
、
町
と
事
実
確
認
の
協
議
を
お

こ
な
っ
た
。

　
土
壌
汚
染
対
策
法
の
基
準
で
フ
ッ
素

は
第
２
種
特
定
有
害
物
質
で
あ
り
、
土

や
地
下
水
に
影
響
が
出
る
た
め
基
準
値

を
超
え
た
土
は
埋
め
立
て
に
使
え
な
い
。

　
国
交
省
は
、
「
同
公
社
の
受
け
入
れ

量
を
超
え
た
た
め
受
け
入
れ
て
ほ
し

い
」
と
聞
い
て
お
り
、
な
ぜ
公
社
が
拒

否
し
た
こ
と
を
言
わ
ず
に
搬
入
し
た
の

か
。

　

当
時
の
部
長
か
ら
は
、
基
準
値
を
超

え
た
の
で
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
引
き
受

け
て
も
ら
え
な
い
か
と
説
明
し
た
と
聞

い
て
お
り
、
国
交
省
側
と
の
齟
齬
が
あ

っ
た
。

　
１
回
目
の
不
合
格
の
検
査
結
果
を
完

了
検
査
の
フ
ァ
イ
ル
か
ら
外
し
、
２
回

目
の
検
査
が
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、

行
政
に
対
す
る
不
信
を
抱
く
も
の
で
な

い
か
。

　
フ
ッ
素
が
土
壌
環
境
基
準
を
超
え
て

い
た
残
土
を
、
な
ぜ
国
土
交
通
省
ス
ッ

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
搬
入
し
た
の
か
。

　

残
土
処
分
を
一
般
社
団
法
人
城
陽
山

砂
利
採
取
地
整
備
公
社
に
搬
入
す
る
た

め
土
壌
検
査
を
実
施
し
た
が
、
フ
ッ
素

が
基
準
の
０
・
８
㎎
/
L
を
超
え
て

０
・
87
㎎
/
L
と
な
り
受
け
入
れ
不
可

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
の
部
長
が
同
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
相
談
し
、
土
壌
検
査
の
結

果
問
題
な
け
れ
ば
受
け
入
れ
る
と
の
こ

と
か
ら
、
２
回
目
の
検
査
で
基
準
値
内

　

基
準
値
の
オ
ー
バ
ー
が
１
つ
あ
る
と

人
間
に
健
康
被
害
が
及
ぶ
の
か
が
土
壌

汚
染
対
策
法
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。

　

も
う
一
度
調
査
を
し
て
埋
め
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば
埋
め
て
も
ら
お
う
か
と
考

え
た
。

　

拒
否
さ
れ
た
土
を
処
分
す
る
と
経
費

も
か
か
る
。

　

全
検
査
を
し
て
、
国
土
交
通
省
の
基

準
に
合
格
し
た
の
で
搬
入
し
た
。

　
第
５
次
総
合
計
画
の
人
口
フ
レ
ー
ム

１
万
６
千
人
だ
っ
た
が
、
目
標
に
達
し

て
お
ら
ず
、
今
日
ま
で
の
対
策
は
。

　

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
促
進

し
、
１
４
０
０
人
増
加
す
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
る
。

　

人
口
戦
略
会
議
に
よ
る
公
表
で
も
消

滅
可
能
性
自
治
体
の
位
置
づ
け
か
ら
は

脱
却
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
人
口
の
実
態
は
、
千
人
近
く
が
多
く

の
技
能
実
習
生
を
含
ん
だ
外
国
人
。

　
特
養
も
で
き
て
高
齢
者
も
お
ら
れ
る
。

子
育
て
世
代
を
増
や
す
目
標
は
達
成
で

き
る
の
か
。

　

子
育
て
世
代
の
方
が
理
想
だ
が
、
幅

広
い
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
定
住
し
て

い
た
だ
く
の
も
よ
く
、
総
合
的
に
準
備

し
て
き
た
。

公
社
が
拒
否
し
た
残
土

と
言
わ
な
か
っ
た
の
か

Q
国
土
交
通
省
側
と
齟
齬
が

あ
っ
た

A

子
育
て
世
代
を
増
や
す

目
標
は
達
成
で
き
る
の
か

Q
幅
広
い
方
に
定
住
し
て

い
た
だ
く
の
も
よ
い

A

質
　
問

ストックヤードでブルーシートに
覆われた残土

＊生産額ベース食料自給率 

昭和 40 年度・８６％➡令和

４年度・５８％ 

昭和４０年度・８６%➡令和４年度・５８％ 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年度・５８％ 

＊カロリーベース食料自給率 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年

度・５８％ 

昭和４０年度・７３%➡令和４年度・３８％ 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年度・５８％ 

都
市
整
備
部
担
当
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

副
町
長

副
町
長

町
　
長

町
　
長

動画はこちら

なかい たかのり

中井　孝紀

くみやま 議会だより　No.175（18）



適
切
な
価
格
設
定
を
法
律
に
明
記
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
促
進
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。

　

農
産
物
価
格
は
、
市
場
経
済
に
委
ね

ら
れ
る
が
、
価
格
転
嫁
の
必
要
性
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
こ
の
円
安
が

続
く
状
況
の
中
で
、
価
格
の
安
定
に
つ

な
が
る
重
要
な
課
題
と
認
識
す
る
。

　　
食
料
自
給
率
の
向
上
と
の
内
容
と
伺

っ
た
。
改
正
法
に
は
、
国
が
食
料
自
給

率
を
向
上
す
る
と
い
う
項
目
は
な
い
と

思
う
が
。

　

法
改
正
前
は
「
食
料
自
給
率
の
目

標
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
改
正
後
は
、

食
料
自
給
率
に
加
え
て
「
そ
の
他
の
食

料
安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
事
項
の

目
標
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

食
料
自
給
率
の
目
標
自
体
が
、
こ
の

法
律
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
今
後
も
、
食
料
自
給
率
の
目

標
は
継
続
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　　
こ
の
法
改
正
で
、
久
御
山
町
の
農
家

の
み
な
さ
ん
が
、
安
心
し
て
農
業
が
や

っ
て
い
け
る
と
解
釈
し
て
よ
い
の
か
。

　
今
年
５
月
29
日
、
改
正
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
が
、
参
議
院
本
会
議
に

て
賛
成
多
数
で
成
立
し
た
。

　
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
者
へ
の
影
響

及
び
、
再
生
産
可
能
な
農
産
物
価
格
に

つ
い
て
は
、
消
費
者
や
食
品
産
業
・
流

通
産
業
界
な
ど
が
考
慮
す
る
も
の
と
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
。

　

今
回
の
改
正
は
、
制
定
か
ら
25
年
ぶ

り
の
大
幅
な
も
の
で
あ
る
。

　

本
改
正
で
は
、
日
本
の
農
業
の
強
化
、

食
料
自
給
率
の
向
上
、
持
続
的
な
農
業

を
維
持
で
き
る
消
費
動
向
も
踏
ま
え
た

　

改
正
法
に
沿
っ
た
計
画
が
国
で
つ
く

ら
れ
る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
町
で

も
施
策
を
実
行
し
て
い
く
。

　　
町
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
、
騒
音
と
振
動
に
つ
い
て
聞
く
。

　
基
準
が
あ
っ
て
も
人
に
よ
っ
て
感
じ

方
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
が
対
応
は
。

　

人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
異
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
思
う
。
基
準
の
範
囲
内
で

も
範
囲
外
で
も
、
不
快
に
感
じ
る
方
が

お
ら
れ
れ
ば
、
原
因
究
明
し
、
発
生
源

者
に
対
し
て
指
導
等
を
お
こ
な
う
こ
と

で
、
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

毎
年
、
騒
音
や
振
動
、
水
質
等
を
場

所
を
定
め
て
測
定
し
、
公
表
し
て
い
る
。

　　
久
御
山
町
の
特
別
工
業
地
区
条
例
に

は
、
騒
音
・
振
動
規
制
の
項
目
が
な
い

が
。

　

第
５
条
（
建
築
主
等
の
責
務
）
に
、

「
騒
音
・
振
動
等
を
発
生
、
飛
散
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
で
、
建
築

部
分
に
も
適
用
で
き
る
と
理
解
す
る
。

改
正
法
に
は
食
料
自
給
率

向
上
の
項
目
は
な
い
が

Q
食
料
自
給
率
の
目
標
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

A

特
別
工
業
地
区
条
例
に
騒

音・振
動
の
項
目
な
い
が

Q
第
５
条
で
、建
築
部
分
も

適
用
で
き
る
と
理
解
す
る

A

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

＊生産額ベース食料自給率 

昭和 40 年度・８６％➡令和

４年度・５８％ 

昭和４０年度・８６%➡令和４年度・５８％ 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年度・５８％ 

＊カロリーベース食料自給率 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年

度・５８％ 

昭和４０年度・７３%➡令和４年度・３８％ 

昭和 40 年度・８６％➡令和４年度・５８％ 

農水省「令和４年度の食料自給率」より

町「特別工業地区条例」より抜粋

事
業
環
境
部
長

産
業
・
環
境
政
策
課
担
当
課
長

産
業
・
環
境
政
策
課
担
当
課
長

質
　
問

産
業
・
環
境
政
策
課
長

事
業
環
境
部
長

第
５
条
（
建
築
主
等
の
責
務
）

…
…
建
築
物
の
建
築
主
、
所
有
者
、

管
理
者
又
は
占
有
者
は
、
そ
の
周
辺

の
生
活
環
境
を
阻
害
し
な
い
程
度
を

超
え
る
ば
い
煙
、
粉
じ
ん
、
汚
水
、

騒
音
、
振
動
、
悪
臭
等
を
当
該
工
場

又
は
事
業
場
か
ら
排
出
し
、
発
生
さ

せ
、
又
は
飛
散
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら
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住民と議員の

せっしょん
ほんわか

！

久御山町議会地域懇談会

REPORT！
リポート

住民の代表である議員が多様な声をお聞きすることは重要なことから、今年も皆さまとの懇談会を開催

しました。今回はテーマを決めず、自由に話ができる場にしたところ、公共交通や自治会、防災などさ

まざまなご意見があり、大変有意義な時間となりました。当日の様子と会場でお聞きした主なご意見を

お知らせします。

５月1４日

参加者／住民１３名
　　　　議員１３名

　　ふれあい交流館
　　　ゆうホール

５月1１日

参加者／住民１０名
　　　　議員１３名

　　久御山町役場
コンベンションホール
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お聞かせいただいた様々なご意見をご紹介します！

学校施設に
力を入れてほしい。

災害時の食料やおむつなど、町
はどこまで準備しているのか。
個人と行政の分担を明確に。

子どもの交通事故があった。
制限速度の標識、看板、交通取り
締まりなどの安全策を講じて、子
どもを守ってほしい。

ゴミ出しや掃除分担など、
自治会加入の有無による
不公平感がある。

防災無線が聞こえない、戸別受
信機は非常時にちゃんと機能す
るのか。

のってこタクシーの１時間前
予約、もう少しなんとかなら
ないか。ドア to ドアや、時代
にあった公共交通を。

選挙のとき、投票所が遠い。
　　　　　　（大橋辺地区）

子どもが大きくなったとき、
町内で住居を求めるのが難しい。

自治会に入らない世帯が増え、
また、役員のなり手が高齢化で
全然いない。

他と比べても土地が高く、子ども
を外に出したくなり、後継者もい
なくなる。久御山に戻ってきたい
と思っても戻れない。

人口減少、子育て、高齢化
などから考えると、ワゴン車
クラスの巡回バスを走らせて
もらえば良いのでは。

栄町から役場行きのバスがない。
まちづくりセンターができても
交通の便がなく利便性が悪い。

ご来場ありがとうございました

ご参加いただきました皆さま、大変お忙しい中をありがとうございました。

頂戴したご意見は、必要に応じて各常任委員会の調査や一般質問など、議

会や議員の活動にも生かしてまいります。

くみやま 議会だより　No.175（21）



委員会ってなに？
誰がどんなことを
やっているの？

議会モニターの
皆さまから
いただいた質問に
お答えします。
今回は
「委員会」についてです。

本町議会には、常時活動している
委員会が５つあります。
※議長を除いた議員で構成されています

■議会運営委員会
■総務事業常任委員会
■民生教育常任委員会
■予算決算常任委員会
■広報広聴委員会

《議会運営委員会》
議会運営における様々な事項を審議し、決定
します。
【最近審議した事項】
議場への持ち込み物について
【メンバー】
13人の中から各会派代表者を含む６人が所
属しています。

《総務事業常任委員会》
町（行政部局）から事業内容の報告を受けた
り、議案審議や独自調査をおこないます。
【対象分野】
まちづくり、環境、防災、上下水道、税金など
【メンバー】
民生教育常任委員会とで半分に分かれて組
織しています。

《民生教育常任委員会》
町（行政部局）から事業内容の報告を受けた
り、議案審議や独自調査をおこないます。
【対象分野】
暮らし、教育、子育て、福祉、健康など
【メンバー】
総務事業常任委員会とで半分に分かれて組
織しています。

《予算決算常任委員会》
町（行政部局）の予算や決算についての議案
の審議をおこないます。
【メンバー】
13人全員が所属しています。

《広報広聴委員会》
議会だよりの編集・発行をはじめ、議会モニタ
ー制度の運営、地域懇談会「ほんわかせっしょ
ん」の企画・運営をおこないます。
【メンバー】
13人の中から７人が所属しています。

議会モニターの質問にお答えします
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編
集
後
記

委 員 長
副委員長
委　　員

オブザーバー
　（議長）
※１名欠員

岩田　芳一
巽　　悦子
大宮　竹志
田井　　稔
辻　　　徹
濱口　隆志
松本　義裕

広報広聴委員会
　

じ
め
じ
め
と
し
た
日
々
も
よ
う
や

く
終
わ
り
、
立
秋
の
前
の
暑
い
季
節

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
に
は
現
在
０
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
が
お
り
ま
す
の
で
、
空
調
で
の
温

度
調
節
を
し
っ
か
り
と
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
高
温
に
お
け
る
体
調
管
理
に
は

十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
広
報
広
聴
委
員
会
で
は
、

岩
田
芳
一
委
員
が
委
員
長
と
な
り
、

新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ

り
と
な
る
よ
う
、
日
々
研
鑽
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

濱
口　

隆
志

〇みなくるタウン、久御山町の少子化に関して大き
く前進できると期待しているので、開発が楽しみ
です。現状、田んぼ、畑が多くある地域だが、今
後の久御山町の農業への影響はあるのか。

〇みなくるタウンについて、一戸建て住宅などはい
つできるのか？同世代の方で久御山に住みたいと
言ってる人がいるのでいつなのか知りたい。

○久御山中央公園の今後について、グラウンドの整
備はどうなるのですか。

〇京都フュージョニアリング株式会社について掲載
いただき、ありがとうございました。期待と不安
が入り混じった状況でしたが、お陰様でよく理解
でき、安心しました。

〇みなくるタウンによる人口増加に期待しています
が、住み続けたいまちとしてのニーズを満たせてい
るという公算は高いのでしょうか。町民の求めてい
るまちの姿などがあれば知りたいと思います。

○町内スタートアップ企業とは？
○検討していくなどの回答はまた後日回答をいただ
いているのか、質問された方が最後まで追いかけ
ないといけないのか？どうなんですか？

○ほんわかせっしょんに参加して思うのですが、参
加される方は限られているというか、案内が届い
た団体さんの代表の方と一部の住民の方が来られ
ているかなと思います。もっと幅広く年齢層ひろ
い方々の参加があると良いなと毎回思ってい
ます。

○ひとこと言わせて新年度予算→各議員の思いが
端的にまとめられていて、それぞれの主義主張
がよくわかって、とてもよいと思いました。

○上下水道の老朽は全国的にも深刻な問題です。7
ページできちんと予算配分を示していただき、
安心しました。

○まちづくりセンターについて、周りの方からは
楽しみという意見をよく耳にしています。しか
しながら、詳しい内装や運営がイマイチわから
ないという声も同時にあります。今の現状がど
の段階かわからないが本格的に分かり始めたら、
広報等でもっと周知してもいい気がするので、
ご検討宜しくお願いします。

○公園に監視カメラを設置していただけるのは抑
止力に繋がるのでいいと思います。

○小学生、中学生の学力低下について…どうして
久御山は学力が落ちているのですか？それにつ
いての対策は何かありますか？

○「ゆめスタ」がどういった取り組みなのか、分
かりませんが、これらについて、危機感を持っ
た対応が必要と感じました。

○地球温暖化防止活動事業について、率直に詳し
く知りたいです。様々なエコ活動とは具体的に
どのような活動でしょうか。

議会モニター「アンケート」
前号（NO.174）の議会モニターさまから
のアンケートの回答（一部）を紹介します。

３月会議結果報告（P.2～7）や
委員会レポート（P.8～9）について

その後どうなったの？と
思っていることは？

不明なこと・議会への
疑問・意見など

くみやま 議会だより　No.175（23）



ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
楽
し
い
！

　

久
御
山
中
学
校
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

に
入
部
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
む
毎
日
が
始
ま

り
ま
し
た
。

 

練
習
や
試
合
を
す
る
中
で
辛
い
こ
と

の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以

上
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
の
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。

空
手
で
も
活
躍

 

中
学
2
年
生
の
夏
、
全
国
大
会
に
出

場
し
、
女
子
Ｕ
ー
15
日
本
代
表
選
手
の

バ
ッ
テ
リ
ー
が
い
る
チ
ー
ム
に
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

空
手
も
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

の
で
、
中
学
１
年
生
の
時
に
は
関
西
大

会
組
手
の
部
で
優
勝
。
２
年
生
の
時
は

関
西
大
会
３
位
と
、
両
立
し
て
や
り
遂

げ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
時
は
、
コ
ロ
ナ
で
学
校
に

も
行
け
ず
、
制
限
が
あ
る
中
、
練
習
な

ど
が
思
う
よ
う
に
で
き
ず
、
本
当
に
耐

え
難
い
日
々
で
し
た
。

正
捕
手
と
し
て

　
　
　
2
季
連
続
優
勝
に
貢
献

　

高
校
は
地
元
を
離
れ
、
強
豪
校
の
須

磨
ノ
浦
高
校
（
兵
庫
県
）
に
進
学
し
ま

し
た
が
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛
感
す
る

毎
日
で
し
た
。

　

し
か
し
、
春
の
選
抜

大
会
と
夏
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
正
捕
手
と
し
て

全
試
合
出
場
し
、
２
季
連
続
優
勝
に
貢

献
で
き
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
代
表
と
し
て
国
体
に

出
場
、
見
事
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
遠
く
ま
で
応
援
に
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
両
親

に
最
高
の
瞬
間
を

見
せ
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

「
楽
し
み
な
が
ら

　
　

大
学
生
活
過
ご
し
た
い
」

　

現
在
、
強
豪
校
の
園
田
学
園
女
子
大

学
で
幼
児
教
育
の
勉
強
を
し
な
が
ら
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
カ
レ
優
勝
と
保
育
士
に
な
る
と

い
う
２
つ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

「
楽
し
み
な
が
ら
大
学
生
活
を
過
ご
し

た
い
！
」
と
今
後
の
希
望
を
語
る
瀬
戸

口
さ
ん
。

　

将
来
に
希
望
を
も
ち
、
目
標
実
現
に

向
け
て
進
む
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

目
標
は
イ
ン
カ
レ
優
勝
＆
保
育
士
に
な
る

No.43

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描
い
た

の
は
福
嶋
空
弥
さ
ん
で
す
。

ふ
く
し
ま
く
う
や

福嶋 空弥さん
（御牧小学校３年生）

　

今
回
の
表
題
は
、
町
の
鳥
で
あ

る
「
ケ
リ
」
、
町
の
花
で
あ
る

「
さ
つ
き
」
、
「
久
御
山
の
野

菜
」
、
そ
し
て
「
く
み
や
ま
夢
タ

ワ
ー
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

一
緒
に
見
に
行
っ
た
夢
タ
ワ
ー 

な
ど
、
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
に
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
笑
顔

で
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

後
を
継
い
で
野
菜
を
作
る
こ
と
だ

と
、
元
気
よ
く
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。

瀬戸口　遥菜さん
園田学園女子大学 1回生
（久御山中学校卒）

はるなせ と ぐ ち

　
今
回
の
登
場
は
、現
在
、大
学
で
幼

児
教
育
を
学
び
保
育
士
に
な
る
た
め

の
勉
強
と
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
イ
ン
カ
レ

優
勝
を
め
ざ
す
、ま
さ
に
二
刀
流
で
頑

張
っ
て
い
る
女
子
大
生・瀬
戸
口
遥
菜

さ
ん
で
す
。
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	175号_02_03のコピー
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